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　能登半島地震被災集菊 ・道下 に おけ る空地蛸生 メ カニ ズム と窒地 の管理 ・活用

　
一r能登半島地震 被災 3年半復興音楽の集い （2010年 10月）」 を事例と して
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1，研究の背景と目的

　2007年 3月に 発生 した能登半島地震の 最大の 被災集落で ある

輪島市門前町諸岡地区道下 （以下、「道下」 とい う。）では、非

現住世 帯
注 1）

の 空家が倒 壊して 生 じた空地 の 管理 ・
活用が、ま

ちづ く りにお け る大きな課 題 となっ て い る。2010年 10月 11 日

に道 下の 非現住者 の 所有する空地 で、「能登半島地震　被災 3

年半復興音楽の集い 」 とい うコ ンサー
トが行われ た。

　本稿で は、道下に お ける空家 ・空地が発生す るメカニ ズム を

整理 し、コ ン サートの 実態 とその 役 割を明 らか に す る。

2．
’
道下における空家 ・空地兜生の メカ ニ ズ厶 と管理問題

　道下 で は、以 下 の よ うなプ ロ セ ス で 空家 ・空地が発 生 した と

考 え られ るe

　親 子 で 道下 に居住 して お り、農地 と墓 も所有 して い る状 態

（図 1一  ）か ら、子供が成長 し、都市で 生活するよ うに な る

（  ）。そ の 後、子 供が結婚 し、拠 点が道 下 と都市の 2 ヵ所 に

なる （  ）。親が年をと り、冬の 間や、病気の場合に、子世帯

の とこ ろく行 くよ うに なる （  ）、親が 死 去する と道下 の家は

空家 とな り （  ）、その 後、仏 壇を子 世帯 の 住 宅 へ 移す （  ）。

こ の   、  の 状態で能登 半島地震が 発 生 した。震災によっ て倒

壊 した道下の 住宅を撤 去 し、空地 にな る （  ）。

　  〜  は現住世 帯、  〜  は非現住 世帯が所 有 して い る状態

で ある。非現住世帯が所有する空地 （  の 状態）をどの よ うに

管理 ・活用 して い くか が、道下の ま ちづ くりの課題となっ て い

る。
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3，コ ンサートが開催された空地 （Y邸跡地）の発生プロセス

と管理
・
活用

　Y 邸 跡地 は本町通 り （西町）に面する土地で、震災の 数年 前

に先代が死 亡 し、 そ の 後、金沢に居 住す る孫 が住宅、 屋敷地 を

 

図 1 道下 に おける空家 ・空地発生 の メ カニ ズム
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Y 邸跡 地 の 管理 の 変遷 （模 式 図 ）

相 続 した。 相続 後、屋 敷 は道下 に居住 す る親戚が管理 し、隣 接

す る畑は近 隣に 貸して い た （図 2一  ）。震災に よ り住宅は 全壊
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し、撤去 したた め空地 とな っ た （  ）。そ の 後、屋敷地 を管理

して い た親戚を通 じて 、隣家に管理 を依頼す るこ とにな り、現

在、花壇 と して利用 され て い る （  ）。

　 こ の 空地でコ ン サ
ー

トを行っ た Y さん は、屋敷地の 所有者

〔非現住者）の 母 親で あ り、宝 塚出身で ある。現在は金 沢に居

住 してい る。

4，コ ンサートの実態

4−1 コ ンサート開催の経緯

　隣家が空 地を花壇 として きれ い に管理 し て い るの を見 た Y さ

んが、道下の 住民 らの ため に何かを したい と考え、空地を管理

して い る隣家に相談 し、コ ン サートを開くこ とにな っ た。

　管理 者 は よ り多 くの住民 に参加 して ほ しい と考え、道下 ・勝

田住まい
・まちづ くり協議会 似 下、「ま ちづ く り協議会1 と

い う。）の 会長 （道 下 区長） と公 民館館長 に も協力 を依頼 した。

4−2　コ ン門ナー一トα）懈 ・嫐 麟

　 コ ン サ
ー

トに は道 下 内外 か ら約 300人 の 人々 が来場 し、そ し

て、多くの 人々 が運 営に携わっ た。会場近くの 空地を駐車場 と

して利 用す るな ど、空地の 活 用範囲 にも広 が りが あっ た （図 3）。

　図 4 は コ ン サ
ー

トの 支援主体の 相関図で ある。図 4 よ り、主

催 は Y さんで あるが、管理 者夫妻とつ なが りの あ る人や、ま ち

づ く り協議会、来 場者 な ど、道下内の 人 々 が 多 く支援 し、関わ

っ てい て、さ らに教育委員 会や交 通推進委員隊 とい っ たよ うな、

輪 島市の 組 織 も携 わ るな ど、大 きな広 が りを持 っ て い た こ とが

わ かる。
　　 　　　　 　　　 　　　　 　 隣家の 前で見る 人 々

　　　客席　　　　ス テ
ー

ジ 　　　　　　　　　ステ
ージ→

　　　　　　　 図 3　 コ ン サ
ートの 様子

4ゼ3　コ ン
rV “ 一ト開催後の住民 らの 行動

　コ ンサ
ー

トを開催 した後 日、管理 者の もとへ直接来た り、道

で 会 っ た りして
、

コ ン サートの 感想 を述べ た道下の 住民 が約

100人に も及ん鵡 住民 らは それ ぞれ、「楽 しか っ た。」 「良か っ

た。」 とい う感想を伝えた との こ とだ っ た。

　 さらに、コ ンサート時 に古い ベ ンチが置 い てあ るの を見て、
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図 4　支援主体 の相関図

翌 日に新 しい ベ ン チを管理 者の もとへ 持っ て きた住民 もい たそ

う拙

5．まとめ

　道下におい て空地が 発生す るの は、非現 住世帯の 所有する 空

家が震災 によ り倒壊 し、撤去され、そ の 後再建されない 場合が

多い か らで ある。

　そ の
一事例で あ る Y 邸跡 地の 場合、管理が親 戚を通 じて 隣家

へと委託 され た とい う経緯に よ り、非 現住者 と管理 者の 交流が

続い て お り、今 回 の コ ンサートの 開催に つ な が っ た と考 え られ

る．さらに、今回の コ ン サートは非現住者 と集落 に現住 して い

る住民が交流す る場 とな り、空地 の管理 ・
活用に つ い て 多くの

人 々 が 意識す るき っ か けになっ た と言 え るだろ う。

謝辞 調査にあた り、道下の 住民 の 方々 に多大な るご協力 をい ただ いた 。ま

た、本論文 は、財団法人住宅総合研究財団 2010年度研究助成 「能登半島地

震 ・被災集落における住宅復興の生活文化黼 N ［LlOOS 、研究主査 ；山

崎寿
一
）亅 の

＝
部で ある。記 して謝 意を表すL

注厭 注 1）道下で は、住民を 「現住」、「非現住」 に分類 して い る。非現住

世帯は、道下に家ま た は土地を所有 し、道下の町 内会の 区費を支払 っ て い る

もの で ある。
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